
【H27年度新規対象財産】各施設別減損の兆候を判断する指標一覧 資料１－１

【行政財産】

１．土地・建物・工作物

1 施設 11514 泉南支援学校
10-467-
000500

泉南支援学校
行政施設用地として
利用している
土地面積

／ 土地面積 15,380㎡ ／ 15,380㎡ 1.00 在学生徒数 ／

収容定員
（小・中学部：
就学予定人員）

203人 ／ 190人 1.07 在学生徒数 ／

収容定員
（小・中学部：
就学予定人員）

203人 ／ 190人 1.07
平成26年4月開校
収容定員（小・中学部：就学予定人員）

2 施設 11541 枚方支援学校
10-263-
000088

枚方支援学校
行政施設用地として
利用している
土地面積

／ 土地面積 21,082㎡ ／ 21,082㎡ 1.00 在学生徒数 ／

収容定員
（小・中学部：
就学予定人員）

355人 ／ 360人 0.99 在学生徒数 ／

収容定員
（小・中学部：
就学予定人員）

355人 ／ 360人 0.99
平成27年4月開校
収容定員（小・中学部：就学予定人員）

3 施設 11543 西浦支援学校
10-435-
000000

西浦支援学校
行政施設用地として
利用している
土地面積

／ 土地面積 31,315㎡ ／ 31,315㎡ 1.00 在学生徒数 ／

収容定員
（小・中学部：
就学予定人員）

291人 ／ 295人 0.99 在学生徒数 ／

収容定員
（小・中学部：
就学予定人員）

291人 ／ 295人 0.99
平成27年4月開校
収容定員（小・中学部：就学予定人員）

4 施設
11515 すながわ高等支援
学校

10-452-
000000

すながわ高等支援学校 在学生徒数 ／ 収容定員 76人 ／ 114人 0.67 在学生徒数 ／ 収容定員 76人 ／ 114人 0.67
平成26年4月開校
高等部の収容定員

1 庁舎 10520 警察本部施設課
11-521-
000000

大阪府警察本部 
行政施設用地として
利用している
土地面積

／ 土地面積 10,430㎡ ／ 10,430㎡ 1.00 平成27年9月所管換え

2 庁舎 10521 警察本部施設課
11-521-
003033

大阪府警察本部 大手前立体駐車場
庁舎として

利用している床面積
／

共用部を除く
延床面積

3,013㎡ ／ 3,013㎡ 1.00
平成28年3月開設
共有部を除く
延床面積

3 庁舎 1052７ 福島警察署
11-527-
003002

福島警察署
庁舎として

利用している床面積
／

共用部を除く
延床面積

3,499㎡ ／ 3,499㎡ 1.00
庁舎として

利用している床面積
／

共用部を除く
延床面積

3,499㎡ ／ 3,499㎡ 1.00
平成28年3月開設
共有部を除く
延床面積

4 庁舎 10521 警察本部施設課
11-521-
001004

第一方面機動警ら隊
庁舎として

利用している床面積
／

共用部を除く
延床面積

1,508㎡ ／ 1,508㎡ 1.00
平成28年3月改修
共有部を除く
延床面積

該当無し

３．無体財産権

該当無し

教育
委員
会

数値

区分 所管課名 索引番号

数値指標

分母の根拠等
工作物

（イ）
当該資
産の使
用可能
性の著
しい低
下

（ウ）
当該資
産の業
務運営
環境の
著しい
悪化指標指標の考え方 数値

土地
部局名 ＮＯ

基本情報 【減損の兆候を判断する指標】
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４．リース資産

1 インフラ

10210
北部流域
下水道事
務所

08-210-000002
中央水みらい
センター

1.09

2 インフラ

10211
東部流域
下水道事
務所

08-211-000101
渚水みらい
センター

1.16

3 インフラ

10212
南部流域
下水道事
務所

08-212-000046
大井水みらい
センター

1.07

4 インフラ

10212
南部流域
下水道事
務所

08-212-000060
狭山水みらい
センター

1.02

5 施設
10275
施設財務
課

10-275-003018

大阪府立
成城高等学校
仮設校舎
（１号館）

0.74

6 施設
10275
施設財務
課

10-275-003019

大阪府立
成城高等学校
仮設校舎
（２号館）

0.74

7 施設
10275
施設財務
課

10-275-003021
大阪府立吹田
東高等学校仮
設校舎

1.03

8 庁舎
11491
事業管理
室

08-491-000014
事業管理室
リース資産

1.18

9 庁舎
11491
事業管理
室

08-491-000015
事業管理室
リース資産

1.00

５．ソフトウエア

1 庁舎
10019
税務局

01-019-003001
税務局
ソフトウェア

1.00

2 庁舎
10521
警察本部
施設課

11-521-003002

大阪府警察本
部
（リース・ソ
フトウェア）

1.00

3 庁舎
10522
警察本部
施設課

11-521-003002

大阪府警察本
部
（リース・ソ
フトウェア）

1.00

６．重要物品

1 庁舎
10068
保健医療室

150092350000 機械器具類 医療器具類 0.67

ソフトウェア「建設ＣＡＬＳシステム」と同じ指標を設定。

平成27年度に新しいハードウェアによる運用を開始したため、
同年度における処理件数を目標年間処理件数に設定。

4,373件／4,373件

大阪府建設ＣＡＬＳシステム用サーバ機器等

土木積算システム用サーバ機器等

年間使用回数／目標年間使用回数

年間処理件数／目標年間処理件数

75,318回／63,958回

遺失物管理システム 年間使用日数／目標年間使用日数 366日／366日
常時稼働しており、使用回数（目標年間使用回数）の判断が困難
なため、年間の日数を使用日数（目標年間使用日数）としてい
る。

交通規制情報統合管理システム 年間使用日数／目標年間使用日数 366日／366日
常時稼働しており、使用回数（目標年間使用回数）の判断が困難
なため、年間の日数を使用日数（目標年間使用日数）としてい
る。

「大阪府立吹田東高校」の「建物」・「工作物」の指標と同じ指
標を設定。

財産名称

指標の考え方

当該資産の業務運
営環境の著しい悪
化

大阪府立吹田東高等学校仮設校舎 在学生徒数／収容定員 992人／960人

在学生徒数／収容定員

在学生徒数／収容定員大阪府立成城高等学校仮設校舎（１号館）

数値

706人／960人

706人／960人

太陽光発電プラント 年間発電量／年間標準発電量 1,081,217kwh／1,055,621kwh

「大阪府立成城高校」の「建物」・「工作物」の指標と同じ指標
を設定。

「大阪府立成城高校」の「建物」・「工作物」の指標と同じ指標
を設定。

大阪府立成城高等学校仮設校舎（２号館）

所管課名 索引番号 施設名称 財産名称
ＮＯ
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次期税務電算システム 年間課税等件数／基準課税等件数
●基準課税等件数
 システムを構築した平成27年度の課税等件数を基準とした。

2,882,059件／2,882,059件

ＮＯ

基本情報
【減損の兆候を判断する指標】

当該資
産の使
用可能
性の著
しい低
下

当該資産の業務運
営環境の著しい悪
化

備考
区分 所管課名 物品番号 品種名

指標の考え方 指標 数値

充床数／年間提供可能充床数 7,299床／10,950床

品目名 品名

医療器具類

商品名 規格

【保管場所：中河内救命救急センター】
血管造影エックス線診断装置

フィリップス製
Ｆｏｒｅｔｅｃ
－ＡＣＳＹＳ 等

●9月からの発電量1,241,166kwhを(12/7)倍（端数切捨て）
して年間発電量に換算
●年間標準発電量は機器の標準期待値

太陽光発電プラント 年間発電量／年間標準発電量 1,621,776kwh／1,398,537kwh
●9月からの発電量946,036KWHを(12/7)倍（端数切捨て）
して年間発電量に換算
●年間標準発電量は機器の標準期待値

●９月からの発電量630,710KWHを(12/7)倍（端数切捨て）
して年間発電量に換算
●年間標準発電量は機器の標準期待値

太陽光発電プラント 年間発電量／年間標準発電量 2,127,713kwh／1,952,454kwh

太陽光発電プラント 年間発電量／年間標準発電量 1,685,689kwh／1,575,668kwh
●９月からの発電量983,319KWHを(12/7)倍（端数切捨て）
して年間発電量に換算
●年間標準発電量は機器の標準期待値
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